別添様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：障害者福祉費
	事業名: 障がい者スポーツ大会開催事業費(国補)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2613）
　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,199千円（前年度予算額：3,199千円）

	事業内容


	１　事業の内容


①　経緯
・平成１３年度：全国障害者スポーツ大会の統合開催化(身障・知的)
・平成１４年度：三障がい（身障・知的・精神）を対象とした岐阜県障害スポーツ協会が設立

・平成１５年度：県大会についても身障、知的を統合開催

②　目的
　　障がい者がスポーツを通じ、体力の維持・増強、機能回復など残存能力の向上を図り、明朗快活かつ積極的な性格と協調精神を養うことにより、自立更生の実を上げ、明るい性格形成に寄与するとともに一般社会の正しい認識の向上を図ることを目的とする。
③　効果
 　　障がいのある人に特化したスポーツの有効性
　　　・リハビリテーション（機能訓練）としての効果
      ・障がいの受容あるいは克服に関する効果
      ・自立の促進に関する効果
      ・社会参加の促進に関する効果
      ・社会に対する障害の理解の促進に関する効果
④　大会の概要
○岐阜県障害者スポーツ大会

　　　●地区別体育大会

　　　●全国障害者スポーツ大会の予選会（個人競技）

　　　　・（身体・知的）陸上、水泳、卓球、フライングディスク

　　　　・（身体）アーチェリー

　　　　・（知的）ボウリング
　　　●北信越・東海ブロック大会の予選会（団体競技）
　　　　・（身体・知的・精神）バレーボール

　　　　・（身体）車椅子バスケットボール、グランドソフトボール
　　　　・（知的）バスケットボール、ソフトボール、フットベースボール、サッカー

　　　　※北信越・東海ブロック大会は、全国障害者スポーツ大会の予選会

　　　●ドリームスポーツ大会
　　　　・陸上、フライングディスク、大玉転がし、綱引き、玉入れ、ふれあいラリー

　　　　※障がいの程度にかかわらず、全ての身体障がい者・知的障がい者が参加できる、レクリエ

ーション中心の大会
	２　所要経費


①　全体事業費   ３，１９９千円 
②　負担区分及びその財源   国庫　１／２　県費　１／２ 【地域生活支援事業】
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


○県が取り組む施策の方向性

Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
４　生涯を通じての健康づくりに取り組む

　 　
○重点プロジェクト
　１６　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会プロジェクト
　　　ⅴ　スポーツを担う人づくり（競技力の向上）
·  障がい者スポーツの振興
　・障がい者スポーツ大会を開催し、選手の発掘、強化練習・合宿を実施

	２　これまでの取組状況


参加実績（単位；人）
	
	平成20年度
	平成21年度
	平成22年度

	地区体育大会
	1,800
	2,305
	2,285

	予選会（個人競技・団体競技）
	1,126
	1,123
	1,159

	ドリームスポーツ大会
	2,324
	1,900
	2,200

	合計
	5,250
	5,328
	5,644


	３　これまでの取組に対する評価


　障がい者のスポーツ参加の機会が増え、社会参加が促進された。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	再　生

基　金
	一　般

財　源
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	県　債

	前年度

予算額
	3,199
	
	1,600
	1,599
	
	
	
	
	

	要求額
	3,199
	
	1,600
	1,599
	
	
	
	
	

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


